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理由
当初より想定していた光・電気マルチモーダルフレキシブルBMIデバイス技術の研究開発を進めており、2019年度におけるデバイスの試作・評価を期待できるた
め。
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フレキシブルな光・電気マルチモーダルブレイン・マシン・インターフェースデバイス技術開発において、2018年度は光刺激機能について重点的なデバイス開発
を行った。フレキシブル基板上に多数のLEDを実装したフレキシブル多点光刺激デバイスを試作した。LEDをグループごとに駆動するシステムも構築し、神経光刺
激に必要な強度(10mW/mm2以上)が得られることを確認した。当該デバイスについては別のプロジェクトへの技術供与を行い、げっ歯類等による動物実験において
機能実証に成功した。 
またデバイス上に多数搭載するCMOSチップの駆動方式として光による電力伝送技術について検討した。これによりデバイスの配線数を減らすことが可能となり、
また将来的には自立駆動型分散型システムの実現につながると期待される。CMOS集積回路制御によって体外から経皮的に赤外線を照射し、CMOSチップ上、あるい
は外部デバイスによって構成した直列光起電力セルで発電した電力を蓄積することで、限られたエネルギー供給量でも十分な電圧の確保と回路およびLEDの駆動が
可能となることを実証した。 
さらに、本研究の重要な要素である光・電気同軸ハイブリッド電極についての基礎検討を行った。2018年度に得られた知見をもとに、2019年度には同軸ハイブ
リッド電極構造の完成を目指す。 
2017年度および2018年度の研究開発により、本研究が実現を目指す光と電気の両方で脳などを刺激できる生体埋め込み型フレキシブルMBIデバイスの試作・評価の
ための要素技術を開発したといえる。
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2019年度は、2017年度および2018年度に開発した基礎技術を集約した、光電気マルチモーダルBMIデバイスの試作・評価を行う。所属機関変更に伴う装置類の移動
に対処するため、年度前半はCMOS集積回路および基板設計を中心に実施し、年度後半に実装・評価を進める予定である。
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T. Tokuda, T. Ishizu, W. Nattakarn, M. Haruta, T. Noda, K. Sasagawa, M. Sawan, and J. Ohta 8
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Ultra-Small Optogenetic Simulator Powered by CMOS-Integrated Optical Power Receiver

サル脳深部用刺入型光利刺激デバイスの作製と評価
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